
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年５月３１日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

コーパス言語学の方法を近代語から現代語への史的研究に導入し、語彙史と語法史の研究に新
しい領域を開拓した。まず、近代語テキストに対して、コンピューターを用いて自動的に単語
に分割して読みや品詞情報を付与する形態素解析を行うことができるように、「近代文語
UniDic」を拡張した。次に、近代語の「単語情報付きコーパス」を作成し、近代語から現代語
への語彙の変化や語法の変化について記述研究を展開した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
We introduced the method of corpus linguistics into the historical study to contemporary 

Japanese from modern Japanese, and developed a new field to research of the history of 

vocabulary and usage.  First, we extended "Kindai Bungo UniDic” which is the 

morphological analysis parser for modern Japanese texts. Next, we advanced descriptive 

researches about the history of vocabulary and usage, through constructing corpus with 

morphological annotations.  
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１．研究開始当初の背景 

 コーパス言語学の方法を日本語学に適用
する研究は増えてきたが、日本語史の分野で
は未開拓であった。これは、古典テキストに
対して単語に区切り読みや品詞を付与する
技術が未整備なことによると考えられた。そ
こで、近代語を例に、こうした技術を整備し、
単語情報付きコーパスを構築し、近代から現

代への語彙史・語法史研究に貢献する例を示
していく必要があった。 

 

２．研究の目的 

 近代を対象として「単語情報付きコーパ
ス」を作成し、現代語のそれと対照するなど
して、日本語史研究の分野に、コーパス言語
学の方法を取り入れ、新しい研究領域を開拓
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する。 

 

３．研究の方法 

（１）近代語テキストに対して、形態素解析
（コンピューターで自動的に単語に区切り、
読みや品詞等の情報を与えること）が実施で
きるような形態素解析辞書を整備する。 
（２）既存の電子テキストなどを利用して、
近代語の「単語情報付きコーパス」を作成す
る。 
（３）近代語の単語情報付きコーパスを用い
て、現代語の単語情報付きコーパスとも対照
しながら、近代から現代への語彙史・語法史
の記述を実施する。 
 
４．研究成果 
（１）近代語のテキストに対して、形態素解
析に用いる辞書として開発した「近代文語
UniDic」を大幅に増補し、近代語テキストに
対する形態素解析の精度を上げた。 
（２）国立国語研究所運営費交付金によるプ
ロジェクトと共同で、近代語資料として著名
な、明治初期の啓蒙雑誌『明六雑誌』の単語
情報付きコーパスを作成した。このコーパス
は、今後構築を進めていく近代語コーパスの
モデルとして、2012 年秋に公開する予定であ
る。 
（３）コーパスを用いた近現代の語彙史研
究・語法史研究の分野に、新しい手法による
研究成果を提供した。 
① 語彙史研究 

 明治期に登場した新漢語の定着と淘汰に
ついての研究を進め、和語との意味関係を形
成しながら漢語が定着していく過程や淘汰
されていく過程を、コーパスによる共起語分
析を通して記述した。 
② 語法史研究 
明治初期の人称詞の用法の記述、および言
文一致期に進行する文語法から口語法への
交替の諸相の記述を、計量的方法で記述した。 
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ホームページ 
「近代文語 UniDic」のページ： 
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UniDic%2F%B6%E1%C2%E5%CA%B8%B8%ECUniDic
http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?
UniDic 
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